
● 回路を作ろう

それでは，回路を作ります．完成すると図5-5のようになります．

● 部品を準備する

56 第5章　蓋を開くとメロディが流れるオルゴールを作ろう

圧電スピーカから出て

いるビニール線が長ければ

短くし（3［cm］程度で十分），

端の被覆をむきます．

赤いビニール線（AWG

28）は8［cm］に切り，両端

の被覆をむきます．

P1

P2

圧電スピーカのビニー

ル線と，赤いビニール線に

予備はんだをします．電池

ボックスについては，購入

時のビニール線の長さが

ちょうどよく，先端がはん

だメッキされていたので，

そのまま使いましたが，必

要なら同様に被覆をむき，

先端を予備はんだをします．

P3

ICの足を曲げます．ラ

ジオ・ペンチで足をはさみ，

手で軽く曲げます．

P4-1

P4-2

P5もう片側も曲げます．
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図5-5 回路の完成イメージ
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● スイッチと電池ボックス，ビニール線をつなぐ

電池ボックスからの赤いビニール線と，両端をはんだメッキして用意した赤いビニール線を，スイッ

チのC端子とN.C.端子につなぎます．どちらの線をどちらの端子につないでもかまいません．

● 基板に圧電スピーカとICの配線をする

5-3 さあ作ろう　57

スイッチの端子に，

穴を残して予備はんだを

します．

P5-1 P5-2

スイッチの端子とビ

ニール線を同時にコテ先

で熱して，つなぎます．

はんだが少なすぎたな

ら，少しはんだを足しま

す．もしスイッチの端子

の穴がはんだで埋まった

ときは，端子を熱しては

んだが溶けている間にビ

ニール線を穴に差し込ん

でもかまいません．

P7-1

P6ビニール線をスイッ

チの穴に挿します．

P7-2

ビニール線を穴に挿

し，端子と線を同時にコテ

先で熱して，つなげます．

これで完成です．

P9-1

P9-2

もう一方の端子も予備

はんだをします．

P8

圧電スピーカの裏面に

両面テープを貼り，

P10 基板の裏側で少し IC

の足を広げます．こうする

と基板を裏返しても ICが

落ちなくなって，はんだゴ

テを当てても動きにくくな

ります．

P13-1

P13-2基板に貼り付けます．
P11

ICを基板に差し込みま

す．連続している三つの穴

を使います．

P12

このあたり 
を熱する 

はんだは温 
まったら， 
少し流し込 
む感じで 

少し広げる 
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